
　

「
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
」「
仲
間
と
楽
し
く
会
話
す
る
」

こ
と
は
、
心
も
体
も
若
々
し
く
保
つ
秘
訣
だ
そ
う
で
す
。
現
在
活
動

中
の
シ
ニ
ア
学
級
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
は
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
賞
該
当
者
の
推
薦
を
受
け
付

け
ま
す
。

▽
対
象
者

① 

町
内
の
小
・
中
学
校
に
在
学
す

る
児
童
生
徒

② 

国
・
道
・
市
町
村
教
育
委
員
会

ま
た
は
、
全
国
・
全
道
・
管
内

規
模
の
団
体
な
ど
が
関
与
す
る

大
会
で
、
次
の
基
準
に
該
当
す

る
成
績
を
収
め
た
児
童
生
徒

▽
部
門
・
成
績

① 

文
化
部
門

　

 

全
国
・
全
道
・
十
勝
大
会
の
い

ず
れ
か
で
優
秀
な
成
績
を
収
め

た
児
童
生
徒

②
ス
ポ
ー
ツ
部
門

　

 

全
国
大
会
で
入
賞
以
上
、
全
道

大
会
で
３
位
以
内
、
東
北
海
道

大
会
で
２
位
以
内
、
十
勝
大
会

で
優
勝
の
い
ず
れ
か
の
成
績
を

収
め
た
児
童
生
徒

▽
推
薦
方
法

① 

学
校
ま
た
は
関
係
団
体
の
長

が
、
前
記
に
該
当
す
る
児
童
生

徒
に
つ
い
て
推
薦
書
を
提
出
し

て
行
い
ま
す
。

② 

推
薦
書
に
は
、
大
会
な
ど
の　

開
催
要
項
（
写
）
と
成
績
を
証

明
す
る
も
の
を
添
付
し
て
く
だ

さ
い
。

③ 

関
係
団
体
の
長
が
推
薦
す
る
場

合
は
、
児
童
生
徒
が
在
学
す
る

学
校
を
経
由
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

推
薦
書
用
紙
は
所
定
の
も
の
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
請
求

し
て
く
だ
さ
い
。　

▽
提
出
期
限　

２
月
２
日
㈮

▽
受
賞
者
の
決
定

　

 

２
月
下
旬
の
選
考
委
員
会
で
審

査
し
、
決
定
し
ま
す
。

▽
受
賞
者
か
ら
の
除
外

　

 

令
和
５
年
度
音
更
町
ス
ポ
ー
ツ

賞
の
受
賞
に
該
当
す
る
児
童
生

徒
は
除
外
し
ま
す
。

提 

出
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
（
内
線

７
６
２
）

　

シ
ニ
ア
学
級
に
は
３
つ
の
学
級

が
あ
り
、
音
更
学
級
は
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
豊
田
学
級
は
豊
田
会

館
、
下
音
更
学
級
は
木
野
コ
ミ
セ

ン
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
月
１
回

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
学
習
が
設
定

さ
れ
、
午
前
に
講
話
な
ど
の
学
習
、

午
後
に
ク
ラ
ブ
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
学
級
で
内
容
や
数
に
違
い

は
あ
り
ま
す
が
、
仲
間
と
共
に
和

気
あ
い
あ
い
と
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

１１
月
に
は
、
合
同
文
化
祭
が
文

化
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
学
級
生
が
一
堂
に
会
し
、

ク
ラ
ブ
活
動
お
よ
び
学
習
の
成
果

を
発
表
・
鑑
賞
す
る
と
と
も
に
学

▽ 

と　

き　

２
月
２７
日
㈫
、
午
後

６
時
３０
分
～
８
時

▽
と
こ
ろ　

帯
広
大
谷
短
期
大
学

▽ 

講
座
名　

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

は
恩
返
し
～
看
護
教
育
と
地
域

社
会
の
つ
な
が
り
～

▽ 

講　

師　

帯
広
大
谷
短
大
看
護

学
科
専
任
講
師　

佐
藤
千
秋

さ
ん　

▽
対　

象　

十
勝
管
内
在
住
の
人

▽
定　

員　

２０
人

▽ 

受
講
料　

２
５
０
円
（
Ｚ
ｏ
ｏ

ｍ
受
講
は
無
料
）

▽ 

申
込
方
法　

２
月
２２
日
㈭
ま
で

に
次
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム
か

ら
申
し
込
む
か
、
帯
広
大
谷
短

期
大
学
と
町
内
公
共
施
設
に
あ

る
講
座
チ
ラ
シ
内
の
「
申
込

書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て

持
参
、
フ
ァ
ク
ス
、
ま
た
は
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

帯
広
大
谷
短
期

大
学
地
域
連
携
推
進
セ
ン
タ
ー

生
涯
学
習
室　

加
藤

さ
ん

（
〒
０

　

 

８
０

－

０
３
３
５
希
望
が
丘
３

番
地
３
）
☎
４５

－

４
６
０
０
、

℻
４５

－

４
６
６
６

児
童
生
徒

児
童
生
徒

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

レ
ッ
ツ
エ
ン
ジ
ョ
イ
！

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
学
級

　
　
　
　
　
シ
ニ
ア
学
級

級
生
相
互
の
親
睦
と
交
流
を
深
め

る
場
で
も
あ
り
ま
す
。
芸
能
発

表
・
作
品
展
示
会
場
に
は
、
３
０

０
人
以
上
の
人
が
参
加
さ
れ
、
盛

会
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

シ
ニ
ア
学
級
入
級
の
詳
細
は
、

広
報
お
と
ふ
け
４
月
号
に
折
り
込

む
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
７
７
６
）▲�下音更学級愛唱歌クラブ

の発表

▲�申し込み
　フォーム

２
月
の
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ｃ

２
月
の
Ｏ
Ｏ
Ｊ
Ｃ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
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【
大
川
宇
八
郎
顕
彰
碑
】　

　

大
川
宇
八
郎
は
、
岩
手
県
に
生

ま
れ
商
人
と
し
て
来
道
。
明
治
１３

（
１
８
８
０
）
年
、「
ム
メ
（
福

平
地
区
）」
に
来
住
し
、
そ
の
年

に
「
サ
ッ
テ
キ
・
ヲ
ト
フ
ケ
（
相

生
中
島
）」
に
掘
っ
立
て
小
屋
を

作
り
住
み
始
め
ま
し
た
。
音
更
に

定
住
し
た
最
初
の
和
人
で
す
。
以

後
、
高
台
（
相
生
地
区
）
に
移
住

し
、
入
植
者
を
助
け
開
拓
の
祖
と

　

教
育
委
員
会
は
、
史
跡
文
化
財
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、
町
内
に
あ
る

史
跡
や
文
化
財
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。　

　

地
域
ご
と
に
６
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
隔
月
連
載
で
そ
の
内
容
を

お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
今
月
は
下
士
幌
地
域
編
で
す
。

史
跡
文
化
財
を
た
ず
ね
て
　
６

史
跡
文
化
財
を
た
ず
ね
て
　
６

～
下
士
幌
地
域
編
～

～
下
士
幌
地
域
編
～

し
て
敬
慕
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
３５

（
１
９
６
０
）
年
の
行
政
施
行
6０

周
年
に
、
町
と
町
民
有
志
に
よ
り

下
士
幌
神
社
境
内
に
顕
彰
碑
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
（
昭
和
５５
年
、
本

照
寺
境
内
に
移
設
）。

【
久
保
栄
文
学
碑
】

　

久
保
栄
は
、
十
勝
地
方
の
大
冷

害
・
凶
作
の
中
で
生
き
抜
く
小
作

農
民
や
焼や

き

ご子
（
炭
を
焼
く
人
）
の

生
活
、
小
作
・
焼
子
争
議
を
調
査

し
、
昭
和
１２
（
１
９
３
７
）
年
、

戯
曲
「
火
山
灰
地
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
昭
和
１３
（
１
９
３
８
）
年
、

東
京
で
初
演
し
、
そ
の
後
、
昭
和

２３
（
１
９
４
８
）
年
に
俳
優
座
が
、

昭
和
３6
（
１
９
６
１
）
年
に
劇
団

民
芸
が
上
演
し
ま
し
た
。

【
十
勝
の
水
田
発
祥
地
】

　

明
治
２７
（
１
８
９
４
）
年
、
下

士
幌
の
増
田
立
吉
は
、
士
幌
川
河

岸
に
十
勝
初
の
水
稲
を
約
０
・
５

㌶
作
付
し
、
１
５
２
㌔
の
米
を
収

穫
し
ま
し
た
。
明
治
２８
（
１
８
９

５
）
年
に
は
６
戸
が
入
地
す
る
な

ど
、
多
く
の
開
拓
者
が
訪
れ
教
え

を
受
け
、
士
幌
川
下
流
地
域
は
水

田
耕
作
で
に
ぎ
わ
い
、
下
士
幌
発

展
の
基
礎
を
つ
く
り
ま
し
た
。

【
ヲ
ト
ケ
フ
ブ
ト
と
松
浦
武
四
郎

止
宿
地
】

　

松
浦
武
四
郎
は
、
安
政
５
（
１

８
５
８
）
年
の
３
月
と
７
月
に
十

勝
地
方
内
陸
部
を
調
査
し
て
い
ま

す
。
音
更
川
の
河
口
は
、
「
ヲ
ト

ケ
フ
ブ
ト
」
と
い
わ
れ
、
武
四
郎

は
そ
の
２
～
３
丁
ほ
ど
下
流
に
あ

っ
た
惣
乙
名(

ト
カ
チ
場
所
総
首

長)

シ
ラ
リ
サ
の
家
に
止
宿
。
そ

の
時
、
こ
の
地
の
将
来
の
発
展
を

予
想
し
、
次
の
歌
を
詠
み
ま
し
た
。

【
こ
の
あ
た
り　

馬
の
車
の
み
つ

ぎ
も
の 

御
蔵
を
立
て
て 

積
ま
ほ

し
け
れ　

－

東
蝦
夷
日
誌

－

】

▲�昭和４９年、劇団民芸で好演

した、吉行和子によって除

幕された碑（久保栄文学碑）

▲�昭和５５年に本照寺境

内に移設された顕彰碑

（大川宇八郎顕彰碑）

　

十
勝
管
内
の
鉄
道
の
歴
史
を
振

り
返
る
と
と
も
に
、
鉄
道
が
生
活

文
化
に
及
ぼ
し
た
影
響
や
、
鉄
道

と
鉄
道
文
化
の
記
憶
を
次
世
代
へ

ど
う
受
け
継
い
で
い
く
か
に
つ
い

て
考
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▽ 

と　

き　

２
月
１７
日
㈯
、
午
前

１０
時
～
１１
時
３０
分

▽
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▽ 

対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
人

▽
定　

員　

２０
人
（
先
着
順
）

▽
テ
ー
マ　

「
十
勝
の
鉄
道
１
２
０

　

年
～
歴
史
と
鉄
道
文
化
～
」

▽ 

講　

師　

浦
幌
町
立
博
物
館　

学
芸
員　

持
田
誠

さ
ん

▽
参
加
料　

無
料

▽ 

申
込
方
法　

２
月
１
日
㈭
～
８

日
㈭
ま
で
の
水
曜
日
（
休
館

日
）
を
除
く
午
前
９
時
～
午
後

５
時
ま
で
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

申 

込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
☎
４２

－

４
０
９
９

音
更
ふ
る
さ
と
資
料
館

音
更
ふ
る
さ
と
資
料
館

講
座
を
開
催
し
ま
す

講
座
を
開
催
し
ま
す

大
豆
丸
ご
と
活
用
講
座

大
豆
丸
ご
と
活
用
講
座

を
開
催
し
ま
す

を
開
催
し
ま
す

　

教
育
委
員
会
は
、
郷
土
の
食
文

化
を
伝
え
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
回
は
大
豆
の
栄
養
と
自
給
率
、

食
品
ロ
ス
問
題
を
考
え
ま
す
。

▽ 

と　

き　

３
月
１
日
㈮
、
午
後

１
時
～
４
時

▽
と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
交
流
館

▽ 

対
象
者　

町
内
在
住
ま
た
は
在

勤
の
１８
才
以
上
の
人

▽ 

内　

容　

豆
腐
作
り
、
お
か
ら

み
そ
作
り
、
お
か
ら
の
活
用
法

に
つ
い
て
実
習

▽ 

講　

師　

ふ
れ
あ
い
交
流
館
技

術
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
橋
本
詩
子
、

生
涯
学
習
課
食
育
・
食
文
化
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
浦
木
明
子

▽ 

定　

員　

１０
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
し
、
後
日
全
員
に

結
果
を
連
絡
し
ま
す
）

▽ 

材
料
費　

千
円
（
豆
腐
、
お
か

ら
み
そ
、
お
か
ら
マ
フ
ィ
ン
を

持
ち
帰
り
ま
す
）

▽ 

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

タ
オ
ル
、
筆
記
用
具
、
持
ち
帰

り
容
器

▽ 

申
込
方
法　

２
月
１
日
㈭
～
１6

日
㈮
ま
で
に
電
話
ま
た
は
申
し

込
み
フ
ォ
ー
ム
で
受
け
付
け
ま

す
。
電
話
は
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時
ま
で
。

申 

込
・
問
合
先　

教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
（
内
線
７
７
６
） ▲�申し込み

　フォーム

▲�サッカー場キックロス

の隅に立つ標柱、案内

板（ヲトケフブトと松

浦武四郎止宿地）

▲�大正１０年頃の下士幌地区の

水田風景（十勝の水田発祥

地）

１７ 2024.2


